
 

 

 

 

 

 

 
 

全国学力・学習状況調査＆みえスタディ・チェックの自校採点の結果を活用 

して「できなかった」ところを「できる」ようにする取組を進めましょう！！  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学力向上通信 Vol. 47 

「三重の学-Viva!!（まなびば）」 
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６月号 発行者：三重県教育委員会 

「学力向上緊急対策チーム」 

連絡先：研修推進課 

TEL：059-226-3572 

※学-Viva：「Viva」は，「生きる」という動詞から生まれた言葉です。三重の「学び場」が生き生きするイメージで名付けました。 

Viva!! 
学 

ま な 

４月に行われた全国学力・学習状況調査とみえスタディ・チェックの自校採点結果を活用して、前年度まで
の学習内容の理解・定着状況を確認し、「できなかった」ところを「できる」ようにする取組や授業改善を進
めましょう。 
 
 

 
 
      ＜学校全体で共有する方法として＞ 

 例えば、「できなかった問題」を校内研修で取り上げ、子どもたちの誤答の状況から、「どの学年のどの内

容でつまずいているのか」「子どもたちがつまずかないように、各学年・各教科でどのような指導を進めていけ

ばいいのか」等について話し合い、学校全体でつまずきを改善する取組につなげましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜系統的に取り組む方法として＞ 

      課題が見られた学年の学習内容だけでなく、それまでの学習の積み上げが十分でなかったことも考えられま

す。各学年での学習のつながりを意識して授業を展開できるよう、子どもたちの状況に応じて、「わかる・で

きる育成カリキュラム」等を活用し、授業改善を組織的・系統的に進めましょう。 
 
 

 
 

 

＜学－Viva!!セット第 14 弾を活用して＞ 

 県教育委員会では、全国学調等の自校採点結果をふまえ、課題に対する子どもたちの理解・

定着状況が確認できるよう、ワークシート集（学－Viva!!セット第 14 弾）を 6 月に提供する予

定です。家庭学習、補充学習等で活用してください。また、みえスタディ・チェックの解説資料

には、設問ごとに関連ワークシートを紹介しています。「授業改善サイクル支援ネット」から各

ワークシートのタイトルを入力するとダウンロードできます。ぜひ活用してください。 
 
 

 

全国学力・学習状況調査やみえスタディ・チェックの自校採点結果を入力すると、リアルタイムで分析できます。 

授業改善サイクル支援ネットを活用した把握・分析 

こんな設問にも着目してみましょう。 

・正答率は高いが無解答率も高い 

・無解答率が低く、正答率も低い 
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★設問別の解答類型や領域別正答率等から、 

子どもたちの誤答（つまずき）の要因がどこ 

にあるかを把握・分析し、授業改善に活かし 

ましょう。 
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★自校と県の設問別の平均正答率や平均無解答率が比較でき、子ども
たちの「強み」「弱み」や、自分の授業の課題がわかります。 
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子どもたちがどこで何につまずいているか、学校全体で共有しましょう 

子どもたちが「できる」ようになる取組を、学校全体で進めましょう          

理解と定着に向けた 
PDCAサイクルの確立      

み
ま
し
ょ

子どもたちが「どれだけできるようになったか」を、確認しましょう          



 

 

算数・数学から「無解答率が低く正答率も低い」問題を取り上げ、自校採点から明らかになった状況を紹介し

ます。解答類型を基にした分析から「どこまでわかっているか」「どこにつまずきがあるか」等を捉え、子ども

たちの課題を学校全体で共有し、学習内容の定着を図るための授業改善に役立ててください。 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

                      

                                                   

 

    

  

   

 

 

 

 

 

あ  0.6ｍ分の代金 → 反応率 14.0％ 

ゆいなさんは，下の問題について考えています。 
 

問題 

  リボンを 0.6ｍ買ったときの代金が 180円でした。 

このリボン１ｍ分の代金は，いくらですか。 
 

１ｍ分の代金は 180÷0.6の式で求め 

ることができます。 

ゆいなさんは，次のように，小数の 

わり算を整数のわり算にして答えを 

求めました。 

 1800÷６は，何ｍ分の代金を求めている式といえますか。 

下のあからえまでの中から１つ選んで，その記号を書きましょう。 
 

  あ 0.6ｍ分の代金  い １ｍ分の代金 

  う ６ｍ分の代金   え 10ｍ分の代金 

★ 対応ワークシート 

・三重の学-Viva!!セット第７弾「小数の計算」 

・平成 28 年度 小数×整数の計算のしかたを考えよう 

被除数と除数を 10倍したことから、10ｍ分の
代金と捉えたと考えられる。 

冷蔵庫 Aを購入して x年間使用するとき 

の総費用を y円とします。この xと yの関 

係を，健太さんは次のような一次関数のグ 

ラフに表しました。 

 このグラフにおける x座標が 0である点 

をＰ，x座標が８である点を Qとします。 

点 Pの y 座標と点Q の y 座標の差は、冷 

蔵庫Ａについての何を表していますか。 

下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。 

 

 ア 本体価格 

 イ 使用年数 

 ウ １年間あたりの電気代 

 エ 購入してから８年間の電気代 

 オ 購入して８年間使用するときの総費用 

 

 

 

 

 

小学校で課題が見られた問題 

 
正答 い 
正答率 42.6％ 

数学 6  (１) 出題の趣旨 

点Ｐの y座標と点Qの y座標の 
差を，事実に即して解釈するこ 
とができるかどうかをみる。 

中学校で課題が見られた問題 

算数 3  (4) 出題の趣旨 
示された除法の式の意味を理解し
ているかどうかをみる。 

 

過去の類題 三重県 全国 

H28 小学校算数 B3(1) 62.7 62.6 

●３つの式について、それぞれの式が何を計算しているか
の説明を選ぶ問題 

 

う  6ｍ分の代金  → 反応率 23.3％ 

問題文の「リボンを 0.6ｍ買ったときの代金」
という言葉だけに着目し、0.6や 10倍した６を
選択していることから、何を問われているかを
正しく捉えられていないと考えられる。 

え  10ｍ分の代金 → 反応率 16.7％ 

◆ 文の意味を正しく捉えることが大切です。
除数が小数である場合の除法の意味について、
もう一度確認してみましょう。 

◆ 10 倍するのは計算を簡単にするためです。元の
式の意味は変わらないことが理解できるように指導
しましょう。 

 
正答 エ 
(購入してから8年間の電気代) 
正答率 39.6％ 

 冷蔵庫Ａ 

容量 400Ｌ 

本体価格 80000円 

1年間あたりの 

電気代 15000円 

 

(総費用)＝(本体価格)＋(1年間あたりの電気代)×(使用年数) 

例えば，冷蔵庫Ａを購入して 3年間使用するときの総費用は，

80000＋15000×３＝125000となり，125000円です。 

グラフの表題にある「総費用」に着目し、y座標が総費

用を表すことから、差を総費用と捉えたと考えられる。 

オ  購入して 8年間使用するときの総費用 
→ 反応率 43.0％ 

あ 
◆点 P、点 Qのそれぞれの y座標の数値の意味を正確に捉

え、差が表すものに適用することが大切です。グラフの数

値を相互に関連付けて理解できるよう指導しましょう。 

ア → 反応率 4.9％ 

イ → 反応率 6.0％ 

ウ → 反応率 6.1％ 

点 P,点 Qの座標の

数値そのものを捉え

たり、x座標の差を

捉えたりしていると

考えられる。 

◆問われていることを正しく読み解くことが大切です。「差」

が示す場所を丁寧に捉えて指導するようにしましょう。 

★ 対応ワークシート 

・平成 30 年度 変域・グラフ 

・平成 28 年度 一次関数の表・式・グラフ・変域 

課題の分析から授業改善へ ～解答類型を基に～ 

 

※自校採点による正答率、反応率は三重県全体(６月１日現在)のものです。 

※反応率とは、解答類型ごとの解答の割合のことです。 



 

 

  

 

  

これまでの全国学力・学習状況調査やみえスタディ・チェックの結果を分析すると、算数・数学においては、

経年的に「割合」や「図形」の問題につまずきが見られます。その中で「図形」の問題の子どもたちの解答状

況からは、例えば「三角形の底辺の位置が変わると高さを捉えることができない」「円の半径を 2 辺とする三

角形が二等辺三角形になる理由を、円の性質と関連付けて考えることができない」等、子どもたち一人ひとり

によって異なるつまずきが見られます。 

 

 

こうしたつまずきを改善するためには、小学校低学年段階から、基礎的・基本的な図形の概念を理解したり、

図形についての感覚を豊かにしたりして、図形をイメージする力を育むことが重要になってきます。 

三重県教育委員会では、「空間認識」「平面図形」「数的処理」「論理」「試行錯誤」の数学的思考センス

を育む学習教材として、「Think!Think!」を小学校や特別支援学校などに提供しています。操作はとても簡

単で小学校低学年段階から、算数の苦手な子でも意欲的に取り組める教材ですので、ぜひ活用をお願いします。 

（お問い合わせ先：市町教育委員会を通じて、県教育委員会事務局学力向上推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「はこになる？」は立方体の展 ●「じゅんばんめいろ」は同時  ●「ラッキーバルーン」は適切 

開図に親しみ、頭の中で自在に  にいくつもの「数」を把握し、  な補助線が「見える」ように 

組み立てられる力を育てます。  筋道を想像しながら試行錯誤す  なるための基礎を楽しみなが 

                る力を育てます。        鍛えることができます。 

 

 

 

●ゲーム感覚で取り組め、算数の得意な子も、苦手な子も自分のペースで、意欲的に取り組めていました。 

●前回よりもできるようになりたいという意欲を持ち、より難しい問題にチャレンジしていこうという姿 

勢が見られました。 

 

 

 

 

 「わかる・できる育成カリキュラム」（図形編）では、Think!Think!をより効果的に活用していただくため、

各学年の図形の学習内容との関連を示しています。ぜひ「わかる・できる育成カリキュラム」と Think!Think!

を効果的に活用いただき、子どもたちの学習内容の理解と定着につなげてください。 

PC 版学習教材「Think!Think!」を活用して、数学的思考力を育てましょう！ 

全国学力・学習状況調査やみえスタディ・チェックに見られるつまずき 

「空間認識」などの力を育むために Think!Think!を活用してみませんか？ 

どんな問題があるの？ 

一番人気の 
教材です！ 

Think!Think!を活用している学校の先生方の声 

「わかる・できる育成カリキュラム」（図形編）に 

Think!Think!と当該学年の学習内容との関連を掲載しています 



 

 

 

 

1 学期も中盤を過ぎ、学級集団づくり、学習集団づくりも進み、それとともに授業スタイルも定着して

きたところだと思います。今年度は、10連休があったことで、子どもたちの生活が乱れないか、連休前

の学習内容を忘れていないかなど、いつもの年と比べて心配な面が多々あったかと思いますが、半面、先

生たちの心身のリフレッシュもしていただけたのではないかと思います。特に、今年度より新規採用とな

った教職員や、新たな職場に異動となった教職員の皆さんにとっては、多忙な新学期を乗り越え、一段落

していただけたのではないでしょうか。 

 

 

 

新たに講師として学校に勤めることとなった皆さんにとっては、日々の授業をどのように進めていく

のかで精一杯だったことと思います。私が新規採用となった時も、どのように授業を展開していくといい

のか、どんな教材を使うと子どもたちが理解してくれるのかを毎日のように悩み、指導書等を読み漁って

いたことを覚えています。しかしながら、指導書通りに進むはずもなく、周りの先生方に日々相談してい

たことを覚えています。その時に教えていただいたことは、「目の前の子どもの姿から出発することが大

事」ということでした。学級によって子どもたちの姿は様々です。勉強が得意な子もいれば、苦手な子も

います。運動能力、コミュニケーション能力も様々です。また、家庭環境なども違っています。そうした

子どもたちを前に指導書通りに授業を進めても決してうまくいくはずはありません。指導書を参考には

しても、最後は目の前の子どもたちにあった教材、発問を考えていくことが大事だと教えてもらいまし

た。 

とは言っても、そんな時間が十分に取れないというのが実情ではないでしょうか。限られた時間の中で

は、すべての授業において綿密な授業計画を立てて臨むことは不可能です。何かに焦点を当てないといけ

ません。私たちは教師である以上、まずは子どもたちの学力課題に焦点を当てて取り組むことが必要で

す。「全国学力・学習状況調査」や「みえスタディ・チェック」も定着し、子どもたちの学力課題が明ら

かになってきています。それぞれの学校において明らかになった課題を念頭に置きながら、毎時間の授業

に臨んでほしいと思います。また、「めあての提示」、「自力解決」、「学び合い」、「振り返り」といった学

校で統一した授業スタイルを継続していくことも日々の授業で意識して取り組んでいきたいものです。 

ところで、現在、教職員の働き方改革が大きな課題となっています。子どもたちのためにいい授業をし

ようと思うと時間にきりがありません。勤務時間の縮減を考えながら子どもたちに確かな学力をつけて

いく工夫を進めなくてはなりません。今のようにパソコン等がなかった時代には、テストや資料も手書き

で作成し輪転機にかけて印刷するというように、大変な手間をかけていた時がありました。今ではあっと

いう間にプリントも作成でき、電子黒板等の ICT 機器等でとても分かりやすく資料提示ができるように

なりました。また、これまでの資料も学校全体で共有することができたり、県教委で作成している学‐Viva

セットといったワークシートもすぐに活用することができたりします。そうした環境をうまく利用しな

がら進めていただきたいと思います。 

最後に、何よりも大切なことは、子どもや授業についての悩みを自分一人で抱

え込むのではなく、何でも相談しあえる教職員集団であることだと思います。「明

日の授業、どうしよう…」と思ったときに、「こうしようと思いますが、どうでし

ょうか？」とアドバイスを求めたり、逆に「その授業は、こうした方がいいよ」

「こんな教材があるけど、使ってみたら？」と自然に声が掛け合えられたりする

教職員集団でありたいと思います。教職員のチーム力こそ、子どもたちの学力向

上のための土台であると考えます。 

学力向上の土台は教職員のチーム力 

市町教育支援・人事監  出口 孝貴 

市町教育支援・人事監からのメッセージ 

新規採用となった教職員の皆さんへ 


